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　Estimation of hydraulic parameters is important for describing water movement in 
soil. SWRC Fit ( http://purl.org/net/swrc/ ) is a program for fitting soil hydraulic 
models to measured soil water retention data. As the theoretical background was fully 
discussed in the previous articles of this series, this article focuses on the algorithm of 
the fitting of unimodal models (Brooks and Corey model, van Genuchten model, Kosugi 
model and Fredlund and Xing model). In non-linear fitting algorithm, determination of 
the initial parameter set for the iterative procedure is crucial. In SWRC Fit, successive 
determination of initial parameter set from simple model to more complex ones is a key 
algorithm for the parameter determination.
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して、Seki（2007）で発表した（http://purl.org/net/swrc/）。Seki（2007）は、Google 




土壌水分モデルについて 1 つ 1 つ丁寧に解説した。解説をしたモデルは、 4 つの単峰性モ
デルと 2 つの二峰性モデルである。ここで、 4 つの単峰性モデルとはBrooks and Corey 
（1964）のBCモデル、van Genuchten（1980）のVGモデル、Kosugi（1996）のLNモデル、































































































































　　　  （ 2 ）　　
と近似される。この式は、







と両対数グラフが直線 （R 2 =0.998） となったことから、nとσの間に冪関数













表1. VG, LN, FX モデルの変曲点の座標と接線の傾き（近似値）
VG LN FX
サクション hi 1 /α hm a
有効水分量 Sei 2
1/n− 1 0.5 1.31−m
接線の傾き s
　　　  （ 5 ）　　
　　　  （ 6 ）　　
　　　  （ 7 ）　　
ここで、log は自然対数である。また、式（ 5 ）は厳密解ではなく、およそこの程度の値
ということであり、それを元として式（ 6 ）（ 7 ）が次のように計算されることを確認で
きる。FX式
　　　  （ 8 ）　　
（eは自然対数の底すなわちネイピア数）に h = hi = a を代入すると、
　　　  （ 9 ）　　
となり、ここから式( 6 )が得られる。接線の傾きはSeを微分した
　　　  （10）　　




と計算される。ここでa = hi なので、nについて解くと式（ 7 ）が得られる。同様に、VG
式とLN式についても変曲点の座標と接線の傾きを計算したものを表 1 にまとめる。計算
過程は付録 1 に記す。

























































す。VG式について、変曲点のサクションhi = 1 /αは近似値である。なお対数グラフに対
する変曲点については関(2017)で正確な計算方法を示した。VG式
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